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介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
に
は
、
日
常
生

活
を
送
る
た
め
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る

と
認
定
（
要
介
護
認
定
）

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
申

請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま

で
の
流
れ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

町
民
課
保
健
福
祉
グ

ル
ー
プ
又
は
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
申
請
し
て
下

さ
い
。
寝
た
き
り
等
に
よ

り
ご
本
人
の
申
請
が
困
難

な
場
合
は
、
ご
家
族
が
申

請
で
き
ま
す
。町

の
職
員
等

が
家
庭
を
訪
問
し
、
心
身

の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

主
治
医

に
心
身
の
状
況
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
作
成
し
て
も

ら
い
ま
す
。
主
治
医
が
い

な
い
人
は
、
町
が
指
定
し

た
医
師
の
健
診
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

訪
問
調
査
の
結
果
と
主

治
医
意
見
書
に
よ
り
心
身

の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
判
定（
１
次
判
定
）し
、

次
に
１
次
判
定
結
果
を
基

に
介
護
認
定
審
査
会（
幌

延
･
天
塩
･
遠
別
町
町
共
同

設
置
）で
ど
れ
く
ら
い
介

護
が
必
要
か
判
定（
２
次

判
定
）を
行
い
、要
介
護
状

態
区
分
を
認
定
し
ま
す
。

判
定
は
、
非
該
当
、
経

過
的
要
介
護（
要
支
援
）、

要
介
護
１
〜
５
に
区
分
さ

れ
ま
す
。

経
過
的
要
介
護
（
要
支

援
）、
要
介
護
１
〜
５
に

認
定
さ
れ
た
人
は
、
要
介

護
状
態
や
本
人
、
家
族
の

意
見
を
ふ
ま
え
て
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
、
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
回

数
を
示
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
。
作
成
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
成
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契
約

を
結
び
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
主

な
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
と
お

り
で
、
利
用
者
の
負
担
は

１
割
で
す
。

（
福
祉
住
民
担
当
）


